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	成長ホルモン作用増強を介したグレリン併用運動療法の生理学的意義と臨床応用／椎屋智美　宮崎大学医学部内科学講座神経呼吸内分泌代謝学分野
	小児血液腫瘍性疾患経験女性における骨形成ならびに骨代謝に対する卵巣性ステロイドホルモン補充療法の効果／菅沼信彦　京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻
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	先天性副腎低形成症の成因の解析／田島敏広　北海道大学小児科
	矮小を特徴とする突然変異マウス（dwg）の病態解析と原因遺伝子の同定／辻　岳人　岡山大学大学院自然科学研究科
	プラダー・ウイリー症候群における重度側弯症の頻度と危険因子の検討／永井敏郎　獨協医科大学越谷病院小児科
	小児重症成長ホルモン分泌不全症に対する成長ホルモン補充による部位別体組成変化の検討／長崎啓祐　新潟大学医歯学総合病院小児科
	発達障害・小児神経疾患症例におけるデカン酸修飾型グレリンの産生・分泌動態についての検討／西　芳寛　久留米大学医学部生理学講座
	脱ユビキチン化酵素によるインスリン様活性の新しい調節機構／伯野史彦　東京大学大学院農学生命科学研究科
	骨形成不全症の予後予測に関する研究：Genotype-Phenotype－尿中骨代謝マーカーの関連性の確立／長谷川高誠　岡山大学病院小児科
	複合型下垂体ホルモン欠損症におけるLHX4遺伝子変異の頻度および変異LHX4機能解析／長谷川奉延　慶應義塾大学医学部小児科学教室
	転写制御因子δEF1およびSIP1のコンディショナルノックアウトマウスを用いた、下垂体前葉細胞の分化成熟過程と成長ホルモン（GH）遺伝子の発現制御機構に関する研究／東雄二郎　愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所周生期学部
	チトクロームP450オキシドレダクターゼ（POR）欠損症の分子基盤と臨床像の解明／深見真紀　国立成育医療研究センター
	レチノイン酸による胎生期下垂体におけるGH細胞の分化調節機構に関する研究／藤原　研　自治医科大学医学部解剖学講座組織学部門
	成長モルモン分泌顆粒形成に関わる新規因子の同定と解析／水谷晃子　帝京平成大学
	非カノニカルWnt経路によるFGF経路を介した長管骨伸長制御機構の解明／山本裕之　武庫川女子大学薬学部臨床病態解析学講座
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